
広報しばた　　令和3 年 10 月 15 日 ②

水道事業会計

下水道事業会計

　「水道事業会計」は、上水道の施設維持管理経費や施設整備経費の収支を扱う会計です。
支出総額35億4208万円（対前年度比0.3％増）

　「下水道事業会計」は、下水道施設の維持管理・整備経費の収支を扱う会計です。
支出総額87億6921万円（対前年度比0.5％増）　

特別会計 　特別会計は、市が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として支出するため、一般
会計とは区別して経理する会計です。

◆土地取得事業 ２６７３万円（９０５３．４％増）
用地の先行取得、処分などにかかった経費

◆国民健康保険事業 ８８億１２５６万円（２．５％減）
国民健康保険法に基づく医療サービスなどにかかった経費

◆介護保険事業 １０１億７８８３万円（２．１％増）
介護予防サービスなどにかかった経費

◆後期高齢者医療 １０億８９７０万円（７．９％増）
高齢者の医療の確保の法律に基づく医療サービスなどに
かかった経費

◆宅地造成事業 １３７２万円（２０．８％減）
宅地として整備した用地の売却・維持管理などにかかった経費

◆食品工業団地造成事業 １億２５６万円（６２．６％減）
岡田地区に食品工業団地として整備した用地の維持管理にかか
った経費

◆コミュニティバス事業 １億３８９０万円（７．３％減）
コミュニティバス運行・市街地循環バス運行などにかかった経費

◆藤塚浜財産区 ８５０万円（３２．３％増）
藤塚浜財産区所有地の維持管理・財産区における地域振興事業
助成にかかった経費

※金額は歳出総額。（　）内は対前年度比

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止と緊急経済対策の両
立のため、感染状況に応じてさまざまな施策を実施してきま
したが、いまだに同感染症の収束は見通せない状況にありま
す。近年の自然災害の発生状況も踏まえ、財政調整基金残高
や財政指標、市債残高などにより財政状況を把握し、適正な
財政運営を行います。
【財政調整基金】
　市の貯金である財政調整基金残高は、令和２年度末で
３２億２５９８万円となり、前年度に比べ約９億７０００万円減
少しましたが、積立規模の目安としている３０億円を維持して
います。

【財政指標】
　借入金の返済額などの大きさを市の財政規模に対する割
合で表した「実質公債費比率」は７．０％で、自主的な財政健
全化が必要となる２５％を大きく下回っています。これは、県
内２０市の平均１０．４％よりも良好な状況です。

【市債残高】
　一般会計の市債残高（借金）は４９８億４３７５万円で、市民
一人当たりに換算すると５１万７９３２円となり、県内２０市の
中で少ない方から３番目です。

会計名

会計名

収益的収支

収益的収支

資本的収支

資本的収支

水道水をつくり、家庭に届けるための収支

家庭からの排水を処理するための収支

浄水・配水施設の工事や配水管の整備などに
関する収支	

下水道施設の整備などに関する収支

22億2098万円

33億5858万円

4億8792万円

48億3768万円

20億548万円

33億4923万円

15億3660万円

54億1998万円

2億1550万円の純利益

935万円の純利益

10億4868万円の収入不足

5億8230万円の収入不足

内　容

内　容

収　入

収　入

支　出

支　出

収　支

収　支

※資本的収支の収入不足額は、損益勘定留保資金などで補
ほてん
塡しました

※資本的収支の収入不足額は、損益勘定留保資金などで補
ほてん
塡しました

基金残高（貯金）は目安としている３０億円を維持しています

歳出総額２０３億７１５１万円（対前年度比０．５％減）
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広報しばた　　令和3 年 10 月 15 日③

令和2年度
新発田市の決算状況

詳しい内容は、市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

【問合せ先】
財務課財務係

（☎28-9610）

一般会計
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症への対応により過去最大の決算規模となりました。
　歳出では、特別定額給付金事業などにより民生費の占める割合が最多となったほか、大雪の影響による土木費（除雪費）や小・中
学校へのタブレット端末配備により教育費が大幅に増加しました。
　歳入では、新型コロナウイルス感染症対応としての国庫支出金が大幅に増加したほか、除雪費に対応するための地方交付税や財
政調整基金からの繰入金が増加しました。

その他 1万7038円※人口は令和2年度末の住民基本台帳人口95,762人によります

歳出 547 億 1853 万円（対前年度比 30. １％増）
歳入 564 億 9326 万円（対前年度比 31. ４％増）

市民一人当たりの 「一般会計」の歳出額は 57万1401円です

土木費 ６万２３８円
道路、街路、公園の整備など
住環境を整備するために使
われるお金

衛生費 ３万３５６５円
健康診断などの市民の健康
推進、ごみの収集・リサイク
ルなどに使われるお金

教育費 ６万６０８０円
小・中学校、幼稚園、体育施
設や教育の振興に使われる
お金

公債費 ５万４４７５円
借入金返済のために使われ
るお金

商工費 ２万１８９１円
商工業や観光の振興のため
に使われるお金

総務費 ５万８４３８円
行政運営や市税の賦課・徴
収などに使われるお金

市税市税
115億7084万円115億7084万円

繰入金繰入金
24億7875万円24億7875万円

繰越金繰越金
9億3272万円9億3272万円

寄附金寄附金
6億444万円6億444万円

使用料・手数料使用料・手数料
5億7408万円5億7408万円

分担金・負担金分担金・負担金
1億7260万円1億7260万円

諸収入ほか諸収入ほか
14億6035万円14億6035万円

地方交付税地方交付税
127億8522万円127億8522万円

国庫支出金国庫支出金
172億2025万円172億2025万円

県支出金県支出金
32億2220万円32億2220万円 市債市債

25億6002万円25億6002万円
地方消費税交付金地方消費税交付金
21億2977万円21億2977万円

地方譲与税地方譲与税
4億1091万円4億1091万円

その他その他
3億7111万円3億7111万円

自主財源

177億
9378
万円

歳入

依存財源

386億
9948
万円 564億

9326万円

民生費民生費
231億231億
7250万円7250万円

教育費教育費
63億2799万円63億2799万円

総務費総務費
55億9617万円55億9617万円

土木費土木費
57億6851万円57億6851万円

公債費公債費
52億1663万円52億1663万円

衛生費衛生費
32億1427万円32億1427万円

農林水産業費農林水産業費
16億9465万円16億9465万円

商工費商工費
20億9629万円20億9629万円

消防費消防費
12億6160万円12億6160万円 その他その他

3億6992万円3億6992万円

歳出
547億

1853万円

民生費 ２４万１９８０円
子どもや高齢者、障がいの
ある方などの福祉に使われ
るお金

農林水産業費 １万７６９６円
農業や林業、水産業の振興
のために使われるお金
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広報しばた　　令和3 年 10 月 15 日 ④

　詳しい内容や、職員の任
免・勤務条件・休業・研修
などの状況については、
人事課でご覧いただける
ほか、市ホームページにも
掲載しています。

※｢平均給料月額｣とは、各区分の職員の基本給の平均です
※｢平均給与月額｣とは、給料月額と扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計
　したものの平均です
※｢一般行政職｣には、下水道課職員を含みます

※退職手当の１人当たり平均支給額は、令和2年度に退職した全職種に係る職員に
　支給された平均額です
※期末手当・勤勉手当の（　）内は、再任用職員（短時間勤務）に係る支給割合です

※市長・副市長・教育長の給料は、平成31年4月
　1日から令和4年11月30日までの間、減額し
　ています。（　）内は、減額措置を行う前の額で
　す

❸	職員の平均年齢及び平均給料月額などの状況　
　　　(令和3年４月１日現在)

❹	職員の主な手当の状況(令和3年４月１日現在) ❺	特別職の報酬等の状況
		（令和3年４月１日現在）

職員の分限及び懲戒処分の状況（令和2年度）3

※分限処分とは、一定の事由により、職員がその職責をじゅうぶんに果たすことが期待できな
　い場合に行う処分です
※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して科する制裁です

情報ピックアッ プ
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広報しばた　　令和3 年 10 月 15 日⑤

職員数の状況

職員の給与の状況

1

2

　市の人事行政の公平性と透明性を高めるために、職員の給与や定員管理などの
実態を公表します。ご不明な点など、詳しくはお問い合わせください。

❶ 人件費の状況（令和2年度決算）

※人件費には企業会計（下水道課と水道局）以外の職員の給与のほか、議員や各種委員報酬も含みます

※企業会計（下水道課と水道局）に属する職員を除いた職員給与費の状況です
※給与費は、6月補正予算に計上された額で、再任用職員（短時間勤務）の給与費を含みません
※職員手当は、退職手当を含みません

❷	職員給与費の状況（令和3年度予算）

❶ 部門別職員数の状況 ❷	職員数の推移

市職員の給与や職員数などを
公表します

問合せ先＝人事課人事係（ヨリネスしばた5階、☎28-9520）

P2-5_決算・職員給与.indd   5P2-5_決算・職員給与.indd   5 2021/10/08   13:49:122021/10/08   13:49:12


